
天然物およびその由来成分の付加価値付与

・ 私達が普段何気なく生活している中にも、天然物やその由来成分は含まれており、
 　例えば、食品・農薬、さらには医薬品や化粧品など多岐に渡っています。
・ また、天然物の中には、まだ私達がその効用を知らない成分が多く含まれています。
・ さらに、既知の効用以外に新しい効用が発見されることもあります。

「リンゴ1日1個は医者要らず」とはよく言わ
れてきましたが、本当にリンゴが疾病予防に
つながるかについては明確な科学的根拠は不
足しています。
当研究室は、リンゴの果皮に含まれるウルソー
ル酸が、がん細胞に特異的に効くという結果
を見出しました。また、同様の結果を沢ワサ
ビの6MITCという成分の中にも見出してい
ます。

さらに、甘草は漢方薬・のど飴・乳液・
毛髪養生剤などに含まれ、医療において
は抗炎症剤・鎮静剤などとして使われてい
ますが、その中のグリチルレチン酸という
成分が、がんに効果があるというこれま
で知られていなかった新たな効用も見出
しています。

一般に薬の開発を行う際、その効果の調査には、１つ１つの化学物質
を毎回実験動物や細胞に投与して効果の有無を検証しなければなりま
せん。
さらに、効果が確認されれば、そのメカニズムを解明するために、そ
の化学物質がターゲットとしている１つ１つの細胞成分（例えば、タ
ンパク質や遺伝子）に対しての効果を実験室にて分析する必要が出て
きます。その一連の作業は非常に膨大で、多大な時間と資金を費やし
ます。当研究室は、天然物成分の機能解析を効率的に行うため、コン
ピュータを駆使したシミュレーションを行っています。
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グリチルレチン酸添加前 添加後（がん細胞が丸く死滅）

 天然物やその由来成分の効用

 リンゴやワサビの成分ががんに効く

 甘草の成分によりがん細胞が死滅

 コンピュータを駆使した天然物由来成分の機能解析

（抗がん活性およびそのメカニズムの解析）

天然物およびその由来成分に「抗がん」と効用を見出すことで、
その価値を高めるための基礎研究

遺伝子 -タンパク質結合を甘草成分のグリチルレチン酸
が阻害している様子をシミュレーションしたもの


